
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　呼び出し指示子ＳＮＲ推定値とパイロットチャネルＳＮＲ推定値との比を臨界値と比較
して呼び出し指示子を判定する方法において、
　前記臨界値は、
　パイロットチャネルＳＮＲによって可変的に設定されることを特徴とする移動通信端末
機の呼び出し指示子判定方法。
【請求項２】
　前記臨界値は、
　前記呼び出し指示子ＳＮＲ推定値とパイロットチャネルＳＮＲ推定値との比で表現され
る確率変数の分布を示す確率分布関数で、遺失率が最大の規格値を超えない範囲で最も大
きい値を有するように決定されることを特徴とする請求項１記載の移動通信端末機の呼び
出し指示子判定方法。
【請求項３】
　前記最大の規格値は、０．００５および０．００１中いずれか一つを含むことを特徴と
する請求項２記載の移動通信端末機の呼び出し指示子判定方法。
【請求項４】
　前記臨界値は、
　パイロットチャネルＳＮＲが、所定値以下になる誤警報率の範囲であると、前記誤警報
率が増加しない範囲で最も小さい遺失率を得るように決定されることを特徴とする請求項
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２記載の移動通信端末機の呼び出し指示子判定方法。
【請求項５】
　前記所定値は、”０”を示すことを特徴とする請求項４記載の移動通信端末機の呼び出
し指示子判定方法。
【請求項６】
　前記パイロットチャネルＳＮＲが、所定値より大きい誤警報率の範囲に属すると、呼び
出しメッセージを復調するモードに転換することを特徴とする請求項１記載の移動通信端
末機の呼び出し指示子判定方法。
【請求項７】
　前記所定値は、”２０％”を含むことを特徴とする請求項６記載の移動通信端末機の呼
び出し指示子判定方法。
【請求項８】
　パイロットチャネルＳＮＲを確認する過程と、
　前記パイロットチャネルＳＮＲが、大きい値を有する誤警報率の範囲に属すると、遺失
率が最大の規格値を超えない範囲で最も大きい値を有するように、呼び出し指示子判定の
ための臨界値を決定する過程と、
　前記パイロットチャネルＳＮＲが、大きい値を有する誤警報率の範囲に属しないと、誤
警報率が増加しない範囲で最も小さい遺失率を得るように前記臨界値を決定する過程と、
を含むことを特徴とする移動通信端末機の呼び出し指示子判定方法。
【請求項９】
　呼び出し指示子ＳＮＲ推定値と前記パイロットチャネルＳＮＲとの比を前記決定された
臨界値と比較する過程と、
　前記呼び出し指示子ＳＮＲ推定値と前記パイロットチャネルＳＮＲとの比が前記決定さ
れた臨界値より小さくないと、前記呼び出し指示子が呼び出しメッセージの伝送されたこ
とを表示すると判定する過程と、
　前記呼び出し指示子ＳＮＲ推定値と前記パイロットチャネルＳＮＲとの比が前記決定さ
れた臨界値より小さいと、前記呼び出し指示子が呼び出しメッセージの伝送されてないこ
とを表示すると判定する過程と、を更に含むことを特徴とする請求項８記載の移動通信端
末機の呼び出し指示子判定方法。
【請求項１０】
　前記遺失率は、前記呼び出し指示子が”１”である場合、”０”に判定される確率を示
し、前記誤警報率は、前記呼び出し指示子が”０”である場合、”１”に判定される確率
を示すことを特徴とする請求項８記載の移動通信端末機の呼び出し指示子判定方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、移動通信端末機の呼び出し指示子判定方法に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　最近、３世代（３　ｇｅｎｅｒａｔｉｏｎ；３Ｇ）移動通信端末機の待機時間（バッテ
リの使用時間）を増加するために、様々な研究が行われており、その中の一つとして、移
動通信端末機をスロッテッド（ｓｌｏｔｔｅｄ）モードで動作させるための無線通信技術
を例に挙げることができる。移動通信端末機がスロッテッドモードで動作するために、基
地局が該当の移動通信端末機に伝送する情報を所定時間（該当のスロット）に伝送し、前
記移動通信端末機は、自身に伝送される情報があるかどうか、前記所定時間（該当のスロ
ット）のみに休眠モード（状態）から休止モード（状態）に転換して探索を行い、前記所
定時間以外には休眠モードで動作する。従って、移動通信端末機の待機時間が増加するこ
とになる。
【０００３】
　移動通信システムは、移動通信端末機を呼び出すための呼び出しメッセージ（ｐａｇｅ
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　ｍｅｓｓａｇｅ）を呼び出しチャネルの該当のスロットを通して伝送する。移動通信端
末機が前記呼び出しメッセージを復調するのに要する時間及び電力を減少するために、移
動通信システムは、前記呼び出しメッセージの有無を表示するための呼び出し指示子（ｐ
ａｇｉｎｇ　ｉｎｄｉｃａｔｏｒ）を伝送する。そして、移動通信端末機は、周期的に休
眠モードから休止モードに転換して呼び出し指示子を検索し、前記呼び出し指示子により
呼び出しメッセージがあることが示されると、前記移動通信端末機は呼び出しメッセージ
を受信して復調する。従って、移動通信端末機は、毎周期ごとに該当のスロットの呼び出
しメッセージを直接復調せずに、呼び出し指示子を検索し、検索された呼び出し指示子の
指示に従って呼び出しメッセージの復調を決定する。例えば、前記呼び出しメッセージが
載せられたスロットは２０ｍｓの長さを有し、前記呼び出し指示子は１ｍｓの長さを有す
るため、毎周期ごとに呼び出しメッセージを復調せずに、呼び出し指示子を検索すること
で呼び出しメッセージの処理時間が短縮される。
【０００４】
　一般に、一つのスロットに二つの呼び出し指示子が伝送され、図５は一般的な移動通信
端末機の呼び出し指示子の判定による呼び出しメッセージの復調方法を示している。
【０００５】
　移動通信端末機は、呼び出し指示子チャネル（ｐａｇｉｎｇ　ｉｎｄｉｃａｔｏｒ　ｃ
ｈａｎｎｅｌ）を通して二つの呼び出し指示子中いずれか一つを復調し、その呼び出し指
示子が”０”であるか、”１”であるか、或いは”削除（ｅｒａｓｕｒｅ）”であるかを
判定する（１）。前記呼び出し指示子が”０”に判定された場合は、前記呼び出し指示子
が伝送されてないことを示し、前記呼び出し指示子が”１”に判定された場合は、前記呼
び出し指示子が伝送されたことを示し、前記呼び出し指示子が”削除”に判定された場合
は、前記呼び出し指示子の伝送可否を信頼性よく判定できないため、無条件に伝送された
と判定した場合を示す。
【０００６】
　前記呼び出し指示子が”０”に判定されると、移動通信端末機は休止モードから休眠モ
ードに転換する（３）。
【０００７】
　然し、前記呼び出し指示子が”１”または”削除”に判定されると、移動通信端末機は
他の呼び出し指示子を判定する（５）。前記他の呼び出し指示子が”０”に判定されると
、移動通信端末機は休眠モードに転換する（３）。然し、前記呼び出し指示子が”１”ま
たは”削除”に判定されると、呼び出しチャネル（ｐａｇｉｎｇ　ｃｈａｎｎｅｌ）を通
して呼び出しメッセージを受信して復調する（７）。即ち、二つの呼び出し指示子中少な
くともいずれか一つが”０”に判定されると、移動通信端末機は休眠モードに転換し、二
つの呼び出し指示子の全てが”１”または”削除”に判定されると、移動通信端末機は呼
び出しチャネルから呼び出しメッセージを受信する。
【０００８】
　このような一般的な呼び出し指示子の判定方法は、数式１のように、呼び出し指示子信
号対雑音比（ｓｉｇｎａｌ　ｔｏ　ｎｏｉｓｅ　ｒａｔｉｏ；ＳＮＲ）推定値（Ｐａｇｉ
ｎｇ　Ｉｎｄｉｃａｔｏｒ　Ｅｂ ／Ｎｏ ）とパイロットチャネルＳＮＲ推定値（Ｐｉｌｏ
ｔ　Ｃｈａｎｎｅｌ　Ｅｂ ／Ｎｏ）を利用する。
【０００９】
【数１】
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　即ち、移動通信端末機は、呼び出し指示子ＳＮＲ推定値とパイロットチャネルＳＮＲ推
定値間の比率が臨界値（ x）より小さいと、呼び出し指示子を”０”に判定し、臨界値よ
り小さくないと、呼び出し指示子を”１”に判定する。
【００１０】
　然し、前記臨界値は、呼び出し指示子の伝送率と、呼び出し指示子チャネルとパイロッ
トチャネル間の伝送電力の比率が変わらないとき、固定された値を有する。即ち、前記臨
界値は、前記伝送率や前記伝送電力の比率が一定でなく変わると、他の値を有するが、一
定であると、常に所定値に固定される。
【００１１】
　図６は一般的な方法で決定された臨界値と、臨界値による誤警報率（Ｆａｌｓｅ　Ａｌ
ａｒｍ　Ｒａｔｅ；ＦＡＲ）及び遺失率（Ｍｉｓｓ　Ｐｒｏｂａｂｉｌｉｔｙ；ＭＰ）と
の関係を示したグラフである。前記誤警報率は、呼び出し指示子が実際には”０”である
が、”１”や”削除”に判定される場合の確率を示し、前記遺失率は、呼び出し指示子が
実際には”１”であるが、”０”に判定される場合の確率を示す。
【特許文献１】米国特許出願公開２００３－０００８６９１号明細書
【特許文献２】韓国特許出願公開２００３－００２３１５４号明細書
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１２】
　然るに、一般的な移動通信端末機の呼び出し指示子判定方法は、パイロットチャネルの
ＳＮＲの変化によって臨界値を可変的に設定しないため、低いパイロットチャネルＳＮＲ
での遺失率を低下するために、臨界値（ x）を非常に小さく設定することで、誤警報率が
高くなるという問題点があった。
【００１３】
　また、一般的な移動通信端末機の呼び出し指示子判定方法は、どんなに臨界値を低下し
ても、パイロットチャネルＳＮＲの値が所定値以下になると、遺失率が不適切な水準に高
くなるため、遺失（ｍｉｓｓ）を発生しないために、呼び出し指示子を無条件に”１”に
判定する。その結果、パイロットチャネルＳＮＲ値が小さい時に誤警報率がさらに増加す
ることで、移動通信端末機は、休眠状態に入らずに、次の呼び出し指示子や呼び出しメッ
セージを受信するために継続して休止状態を維持する。従って、一般的な移動通信端末機
の呼び出し指示子判定方法は、電流消耗が増加することで、待機時間（バッテリの使用時
間）が短縮されるという短所があった。
【００１４】
　本発明は、このような従来の課題に鑑みてなされたもので、呼び出し指示子を効果的に
判定して、移動通信端末機の待機時間と着信確率を最適化し得る移動通信端末機の呼び出
し指示子判定方法を提供することを目的とする。
【００１５】
　また、呼び出し指示子を判定するための臨界値をパイロットチャネルのＳＮＲによって
可変的に設定することで、呼び出し指示子を効果的に判定し得る移動通信端末機の呼び出
し指示子判定方法を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１６】
　このような目的を達成するため、本発明に係る移動通信端末機の呼び出し指示子判定方
法は、呼び出し指示子ＳＮＲ推定値とパイロットチャネルＳＮＲ推定値との比を臨界値と
比較して呼び出し指示子を判定する方法において、前記臨界値をパイロットチャネルＳＮ
Ｒによって可変的に設定することを特徴とする。
【００１７】
　また、本発明に係る移動通信端末機の呼び出し指示子判定方法は、パイロットチャネル
ＳＮＲを確認する過程と、前記パイロットチャネルＳＮＲが、大きい値を有する誤警報率
の範囲に属すると、遺失率が最大の規格値を超えない範囲で最も大きい値を有する呼び出
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し指示子判定のための臨界値を決定する過程と、前記パイロットチャネルＳＮＲが、大き
い値を有する誤警報率の範囲に属しないと、誤警報率が増加しない範囲で最も小さい遺失
率を得るように前記臨界値を決定する過程と、を含むことを特徴とする。
【００１８】
　また、前記遺失率は、前記呼び出し指示子が”１”である場合、”０”に判定される確
率を示し、前記誤警報率は、前記呼び出し指示子が”０”である場合、”１”に判定され
る確率を示す。
【００１９】
　本発明の移動通信端末機の呼び出し指示子判定方法は、呼び出し指示子ＳＮＲ推定値と
パイロットチャネルＳＮＲ推定値との比を臨界値と比較して呼び出し指示子を判定する方
法において、前記臨界値が、パイロットチャネルＳＮＲによって可変的に設定されること
を特徴とし、それにより上記目的が達成される。
【００２０】
　前記臨界値は、前記呼び出し指示子ＳＮＲ推定値とパイロットチャネルＳＮＲ推定値と
の比で表現される確率変数の分布を示す確率分布関数で、遺失率が最大の規格値を超えな
い範囲で最も大きい値を有するように決定されることを特徴としてもよい。
【００２１】
　前記最大の規格値は、０．００５および０．００１中いずれか一つを含むことを特徴と
してもよい。
【００２２】
　前記臨界値は、パイロットチャネルＳＮＲが、所定値以下になる誤警報率の範囲である
と、前記誤警報率が増加しない範囲で最も小さい遺失率を得るように決定されることを特
徴としてもよい。
【００２３】
　前記所定値は、”０”を示すことを特徴としてもよい。
【００２４】
　前記パイロットチャネルＳＮＲが、所定値より大きい誤警報率の範囲に属すると、呼び
出しメッセージを復調するモードに転換することを特徴としてもよい。
【００２５】
　前記所定値は、”２０％”を含むことを特徴としてもよい。
【００２６】
　本発明の移動通信端末機の呼び出し指示子判定方法は、パイロットチャネルＳＮＲを確
認する過程と、前記パイロットチャネルＳＮＲが、大きい値を有する誤警報率の範囲に属
すると、遺失率が最大の規格値を超えない範囲で最も大きい値を有するように、呼び出し
指示子判定のための臨界値を決定する過程と、前記パイロットチャネルＳＮＲが、大きい
値を有する誤警報率の範囲に属しないと、誤警報率が増加しない範囲で最も小さい遺失率
を得るように前記臨界値を決定する過程と、を含むことを特徴とし、それにより上記目的
が達成される。
【００２７】
　呼び出し指示子ＳＮＲ推定値と前記パイロットチャネルＳＮＲとの比を前記決定された
臨界値と比較する過程と、前記呼び出し指示子ＳＮＲ推定値と前記パイロットチャネルＳ
ＮＲとの比が前記決定された臨界値より小さくないと、前記呼び出し指示子が呼び出しメ
ッセージの伝送されたことを表示すると判定する過程と、前記呼び出し指示子ＳＮＲ推定
値と前記パイロットチャネルＳＮＲとの比が前記決定された臨界値より小さいと、前記呼
び出し指示子が呼び出しメッセージの伝送されてないことを表示すると判定する過程と、
を更に含むことを特徴としてもよい。
【００２８】
　前記遺失率は、前記呼び出し指示子が”１”である場合、”０”に判定される確率を示
し、前記誤警報率は、前記呼び出し指示子が”０”である場合、”１”に判定される確率
を示すことを特徴としてもよい。
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【発明の効果】
【００２９】
　本発明は、呼び出し指示子を判定するための臨界値をパイロットチャネルのＳＮＲによ
って可変的に設定することで、遺失率と誤警報率を減少しながら正確に且つ効率的に呼び
出し指示子を判定し得るという効果がある。
【００３０】
　また、本発明は、正確に呼び出し指示子を判定できるため、移動通信端末機の待機時間
と着信確率を最適化し得るという効果がある。
【発明を実施するための最良の形態】
【００３１】
　以下、本発明の実施の形態に対し、図面に基づいて説明する。
【００３２】
　図７は一般的な移動通信端末機の呼び出し指示子判定装置を示したブロック図である。
図７に示したように、一般的な移動通信端末機の呼び出し指示子判定装置は、アンテナ（
ＡＮＴ）を通して受信される高周波（ＲＦ：Ｒａｄｉｏ　Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ）信号を基
底帯域信号に変換し、該基底帯域信号を復調する高周波回路／基底帯域復調部（ｒａｄｉ
ｏ　ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　ｃｉｒｃｕｉｔ／ｂａｓｅｂａｎｄ　ｄｅｍｏｄｕｌａｔｏｒ
）１０と、前記復調された基底帯域信号を物理階層（ｐｈｙｓｉｃａｌ　ｌａｙｅｒ）Ｐ
ＤＵ（ｐｒｏｔｏｃｏｌ　ｄａｔａ　ｕｎｉｔ）に変換する基底帯域信号処理部（ｂａｓ
ｅｂａｎｄ　ｓｉｇｎａｌ　ｐｒｏｃｅｓｓｏｒ）１２と、前記高周波回路／基底帯域復
調部１０で復調された呼び出し指示子のＳＮＲ（Ｅｂ ／Ｎｏ ）を推定する呼び出し指示子
ＳＮＲ推定器１４と、前記高周波回路／基底帯域復調部１０で復調されたパイロットチャ
ネルのＳＮＲを推定するパイロットチャネルＳＮＲ推定器１６と、前記高周波回路／基底
帯域復調部１０を通して受信された呼び出し指示子チャネルの受信信号電界強度（ｒｅｃ
ｅｉｖｅｄ　ｓｉｇｎａｌ　ｓｔｒｅｎｇｔｈ　ｉｎｄｉｃａｔｏｒ；ＲＳＳＩ）を推定
するＲＳＳＩ推定器１８と、前記呼び出し指示子チャネルの呼び出し指示子を判定し、判
定結果によって、呼び出しチャネルの呼び出しメッセージを復調するかどうかを決定する
中央処理処置（ｃｅｎｔｒａｌ　ｐｒｏｃｅｓｓｉｎｇ　ｕｎｉｔ；ＣＰＵ）２０と、を
含んで構成されている。
【００３３】
　また、前記ＣＰＵ２０は、前記物理階層ＰＤＵを物理階層ＳＤＵ（ｓｅｒｖｉｃｅ　ｄ
ａｔａ　ｕｎｉｔ）に変更する物理階層処理部２２と、前記推定された呼び出し指示子チ
ャネルのＲＳＳＩ値によって呼び出し指示子を判定するか、または呼び出しチャネルを復
調するかを決定し、前記推定された呼び出し指示子のＳＮＲと前記推定されたパイロット
チャネルのＳＮＲを利用して前記呼び出し指示子を判定する判定ロジック（ｄｅｃｉｓｉ
ｏｎ　ｌｏｇｉｃ）２４と、から構成される。
【００３４】
　以下、このような一般的な移動通信端末機の呼び出し指示子判定装置の動作を説明する
。
【００３５】
　図８は一般的な移動通信端末機の呼び出し指示子判定方法を示したフローチャートであ
る。
【００３６】
　高周波回路／基底帯域復調部１０は、アンテナ（ＡＮＴ）を通して受信された、ＲＦ　
キャリア（ｃａｒｒｉｅｒ）に変調された呼び出し指示子信号を基底帯域信号に変換し、
その基底帯域信号を復調する。復調された前記呼び出し指示子信号は呼び出し指示子ＳＮ
Ｒ推定器１４に伝送され、呼び出し指示子ＳＮＲ推定器１４は前記呼び出し指示子のＳＮ
Ｒ、即ちＥｂ ／Ｎｏ （一つのビットエネルギー対背景雑音電力比）を推定する。前記推定
された呼び出し指示子ＳＮＲはＣＰＵ２０の判定ロジック２４に提供される（Ｓ１０）。
【００３７】
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　次いで、前記高周波回路／基底帯域復調部１０により復調されたパイロットチャネル信
号はパイロットチャネルＳＮＲ推定器１６に伝送され、パイロットチャネルＳＮＲ推定器
１６は前記パイロットチャネルのＳＮＲ（Ｅｂ ／Ｎｏ ）を推定する。推定されたパイロッ
トチャネルのＳＮＲは前記判定ロジック２４に提供される（Ｓ１２）。
【００３８】
　また、ＲＳＳＩ推定器１８は、受信された呼び出し指示子チャネルのＲＳＳＩ、即ち平
均Ｅｃ ／Ｉｏ （一つのチップの平均エネルギー対受信総出力電力比）を推定し、推定され
た呼び出し指示子チャネルのＲＳＳＩは前記判定ロジック２４に提供される（Ｓ１４）。
【００３９】
　次いで、前記判定ロジック２４は、前記呼び出し指示子チャネルのＲＳＳＩが所定値よ
り小さいと、呼び出しメッセージを復調するモードを選択し（Ｓ１６、Ｓ１８）、前記呼
び出し指示子チャネルのＲＳＳＩが所定値より小さくないと、呼び出し指示子を判定する
モードを選択する（Ｓ２０）。
【００４０】
　呼び出し指示子を判定するモードが選択された場合、移動通信端末機の判定ロジック２
４は、前記呼び出し指示子ＳＮＲ推定器１４により提供された呼び出し指示子ＳＮＲと、
前記パイロットチャネルＳＮＲ推定器１６により提供されたパイロットチャネルＳＮＲに
基づいて、数式１を参照して呼び出し指示子を判定する。
【００４１】
　本発明は、前記呼び出し指示子を判定するとき、判定の基準になる臨界値（ x）を　パ
イロットチャネルのＳＮＲ値によって可変的に設定する。また、本発明は、呼び出し指示
子の判定値として”削除”を使用しない。ただ、臨界値（ x）が”０”より小さくて誤警
報率が５０％を越える場合は、判定システムが無意味になるため、呼び出し指示子が”削
除”に判定される。然し、本発明は、誤警報率が特定値、例えば、２０％を越える確率が
大きくなると、呼び出し指示子を利用せずに、直接呼び出しメッセージを受信するモード
で動作するため、”削除”判定が発生する可能性はほとんどない。
【００４２】
　以下、本発明による移動通信端末機の呼び出し指示子判定方法を説明する。
【００４３】
　本発明による移動通信端末機は、遺失率（ＭＰ）が任意の規格値（ＭＰＭ Ａ Ｘ ）を越え
ない範囲で最も大きい値を有するように臨界値（ x）を決定する。一般に、前記規格値（
ＭＰＭ Ａ Ｘ ）は、０．００５や０．００１の値中いずれか一つに設定される。前記臨界値
（ x）を決定するためには、確率分布関数を利用する。ここで、前記確率分布関数は、例
えば、呼び出し指示子が”１”に判定されるとき、数式２のように表現される確率変数ｘ
の分布を示す。
【００４４】
【数２】
　
　
　
　
　
　図１は前記確率変数ｘの分布を示した図である。図１に示されたｘの分布は実験的に得
られた結果であり、平均が一定である正規分布を有する。Ａと表示された領域が遺失率（
ＭＰ）を示し、Ｂと表示された領域が誤警報率（ＦＡＲ）を示す。移動通信端末機は、確
率変数ｘに対する確率分布関数を生成し、前記規格値（ＭＰＭ Ａ Ｘ ）が０．００５である
場合、遺失率（ＭＰ）が０．００５を越えない範囲で最も大きい値を有することで、誤警
報率（ＦＡＲ）が低下するように、パイロットチャネルＳＮＲによって前記確率分布関数
の臨界値（ x）を決定する。前記正規分布の標準偏差は、パイロットチャネルＳＮＲが減
少するほど大きくなる。
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【００４５】
　図２は遺失率の規格値がそれぞれ０．００５と０．００１であるとき、パイロットチャ
ネルＳＮＲの変化による臨界値（ x）及び誤警報率（ＦＡＲ）の関係を示した図である。
図２に示したように、各臨界値は、パイロットチャネルＳＮＲが増加するほど大きくなる
。例えば、遺失率（ＭＰ）が０．００５である場合、パイロットチャネルＳＮＲが８０で
あると臨界値は０．２５で、パイロットチャネルＳＮＲが９６であると臨界値は０．３５
で、パイロットチャネルＳＮＲが１９２であると臨界値は０．７５である。
【００４６】
　また、図２に示したように、遺失率（ＭＰ）が規格値（ＭＰＭ Ａ Ｘ ）と同一になるよう
に臨界値が決定されると、パイロットチャネルＳＮＲが増加するほど誤警報率（ＦＡＲ）
が減少する。臨界値が特定値以上になると、誤警報率（ＦＡＲ）が”０％”に近くなる。
例えば、遺失率の規格値（ＭＰＭ Ａ Ｘ ）が０．００５である場合、臨界値が０．４５以上
になると、誤警報率（ＦＡＲ）が”０％”に近くなる。
【００４７】
　図３は遺失率が規格値（ＭＰＭ Ａ Ｘ ）を越えない範囲で最も大きい値になるように臨界
値を決定したとき、誤警報率（ＦＡＲ）が更に増加しない範囲で遺失率（ＭＰ）を減少す
るように再調整された各臨界値を示している。
【００４８】
　例えば、遺失率の規格値（ＭＰＭ Ａ Ｘ ）が０．００５である場合、パイロットチャネル
ＳＮＲが８０であると、臨界値は０．２５、誤警報率（ＦＡＲ）は０．１５になり、パイ
ロットチャネルＳＮＲが１１２であると、臨界値は０．４、誤警報率（ＦＡＲ）は０．０
５になり、パイロットチャネルＳＮＲが１２８であると、臨界値は０．４５、誤警報率（
ＦＡＲ）は０になる。パイロットチャネルＳＮＲが１２８より大きくなる範囲では、誤警
報率（ＦＡＲ）は０に近くなるため、移動通信端末機は、遺失率（ＭＰ）が規格値（ＭＰ

Ｍ Ａ Ｘ ）と同一になるように臨界値を決定せずに、誤警報率（ＦＡＲ）が更に増加しない
範囲で遺失率（ＭＰ）（図１のＡ領域）を減少するように臨界値を決定する。
【００４９】
　従って、図２では、遺失率の規格値（ＭＰＭ Ａ Ｘ ）が０．００５である場合、パイロッ
トチャネルＳＮＲが１２８であると臨界値は０．４５に決定され、パイロットチャネルＳ
ＮＲが１６０であると臨界値は０．６に決定され、パイロットチャネルＳＮＲが１９２で
あると臨界値は０．７５に決定される。然し、図３では、遺失率の規格値（ＭＰＭ Ａ Ｘ ）
が０．００５である場合、パイロットチャネルＳＮＲが１２８であると臨界値は０．４５
に決定され、パイロットチャネルＳＮＲが１６０であると臨界値は０．４５に決定され、
パイロットチャネルＳＮＲが１９２であると臨界値は０．４５に決定される。即ち、パイ
ロットチャネルＳＮＲが１２８より大きくなる範囲で、誤警報率（ＦＡＲ）は０に近くな
るため、移動通信端末機は、遺失率（ＭＰ）を０．００５より減少するように、パイロッ
トチャネルＳＮＲが１２８である時の臨界値０．４５を臨界値に決定する。
【００５０】
　図４は本発明による移動通信端末機の呼び出し指示子判定方法を示したフローチャート
である。
【００５１】
　まず、移動通信端末機はパイロットチャネルのＳＮＲを確認する（Ｓ３０）。確認され
たパイロットチャネルのＳＮＲが、大きい値を有する誤警報率（ＦＡＲ）の範囲に属する
と（Ｓ３２）、移動通信端末機は、遺失率（ＭＰ）が規格値（ＭＰＭ Ａ Ｘ ）を越えない範
囲で最も大きい値を有するように臨界値を決定する（Ｓ３４）。移動通信端末機は、前記
パイロットチャネルのＳＮＲと前記決定された臨界値における誤警報率（ＦＡＲ）を確認
し、確認された誤警報率（ＦＡＲ）が２０％を超えると、移動通信端末機は、呼び出し指
示子判定モードから呼び出しメッセージ復調モードに転換し、前記確認された誤警報率（
ＦＡＲ）が２０％を超えないと、現在の呼び出し指示子判定モードを維持する。よって、
本発明では、呼び出し指示子を判定するとき、呼び出し指示子が”削除”に判定されるこ
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とがない。
【００５２】
　前記段階Ｓ３２で確認されたパイロットチャネルのＳＮＲが、大きい値を有する誤警報
率（ＦＡＲ）の範囲に属せずに、”０％”に近い値を有する誤警報率（ＦＡＲ）の範囲に
属すると、移動通信端末機は、誤警報率（ＦＡＲ）が更に増加しない範囲で最も小さい遺
失率（ＭＰ）を得るように臨界値を決定する（Ｓ３６）。
【００５３】
　その後、移動通信端末機が呼び出し指示子を判定するモードで動作するとき、移動通信
端末機は、呼び出し指示子ＳＮＲ推定値（Ｐａｇｉｎｇ　Ｉｎｄｉｃａｔｏｒ　Ｅｂ ／Ｎ

ｏ ）とパイロットチャネルＳＮＲ推定値（Ｐｉｌｏｔ　Ｃｈａｎｎｅｌ　Ｅｂ ／Ｎｏ ）と
の比を前記決定された臨界値と比較する。数式１のように、前記呼び出し指示子ＳＮＲ推
定値とパイロットチャネルＳＮＲ推定値との比が前記臨界値より小さくないと、移動通信
端末機は、呼び出し指示子を”１”に判定し、前記比が前記臨界値より小さいと、呼び出
し指示子を”０”に判定する。
【００５４】
　以上のように、本発明の好ましい実施形態を用いて本発明を例示してきたが、本発明は
、この実施形態に限定して解釈されるべきものではない。本発明は、特許請求の範囲によ
ってのみその範囲が解釈されるべきであることが理解される。当業者は、本発明の具体的
な好ましい実施形態の記載から、本発明の記載および技術常識に基づいて等価な範囲を実
施することができることが理解される。本明細書において引用した特許、特許出願および
文献は、その内容自体が具体的に本明細書に記載されているのと同様にその内容が本明細
書に対する参考として援用されるべきであることが理解される。
【図面の簡単な説明】
【００５５】
【図１】確率変数ｘの確率分布関数を示した図である。
【図２】本発明によって誤警報率を減少するように臨界値を決定したとき、パイロットチ
ャネルＳＮＲと臨界値（ x）及び誤警報率（ＦＡＲ）との関係を示したグラフである。
【図３】本発明によって、誤警報率（ＦＡＲ）が更に増加しない範囲で遺失率（ＭＰ）を
減少するように再調整された臨界値及び誤警報率とパイロットチャネルＳＮＲとの関係を
示したグラフである。
【図４】本発明による移動通信端末機の呼び出し指示子判定方法を示したフローチャート
である。
【図５】一般的な移動通信端末機の呼び出し指示子の判定による呼び出しメッセージの復
調方法を示した図である。
【図６】一般的な方法で決定された臨界値と、臨界値による誤警報率及び遺失率との関係
を示したグラフである。
【図７】一般的な移動通信端末機の呼び出し指示子判定装置を示したブロック図である。
【図８】一般的な移動通信端末機の呼び出し指示子判定方法を示したフローチャートであ
る。
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】
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